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まえがき 

この規格は，工業標準化法第 14 条によって準用する第 12 条第 1 項の規定に基づき，社団法人繊維評価

技術協議会（JTETC）及び財団法人日本規格協会（JSA）から，工業標準原案を具して日本工業規格を改

正すべきとの申出があり，日本工業標準調査会の審議を経て，経済産業大臣が改正した日本工業規格であ

る。 

これによって，JIS L 1095:1999 は改正され，この規格に置き換えられた。 

この規格は，著作権法で保護対象となっている著作物である。 

この規格の一部が，特許権，出願公開後の特許出願，実用新案権又は出願公開後の実用新案登録出願に

抵触する可能性があることに注意を喚起する。経済産業大臣及び日本工業標準調査会は，このような特許

権，出願公開後の特許出願，実用新案権及び出願公開後の実用新案登録出願にかかわる確認について，責

任はもたない。 
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日本工業規格 JIS 
 L 1095：2010 
 

一般紡績糸試験方法 
Testing methods for spun yarn 

 
序文 

この規格は，1995 年に第 2 版として発行された ISO 2061，1993 年に第 2 版として発行された ISO 2062

及び 1988 年に第 2 版として発行された ISO 6939 を基とし，我が国の使用実態を反映させるため，技術的

内容を変更して作成した日本工業規格である。 

なお，この規格で ISO 法は，附属書 A～附属書 C に記載し，対応国際規格を翻訳し技術的内容を変更す

ることなく作成した。変更の一覧表にその説明を付けて，附属書 JB に示す。 

 

1 適用範囲 

この規格は，紡績糸の一般的な試験方法について規定する。 

なお，この規格で試験を行う場合は，適正な評価ができるよう JIS 法又は ISO 法のいずれかを混在する

ことなく一貫性をもって採用するのがよい。 

注記 この規格の対応国際規格及びその対応の程度を表す記号を，次に示す。 

ISO 2061:1995，Textiles－Determination of twist in yarns－Direct counting method 

ISO 2062:1993，Textiles－Yarns from packages－Determination of single-end breaking force and 

elongation at break 

ISO 6939:1988，Textiles－Yarns from packages－Method of test for breaking strength of yarn by the 

skein method（全体評価：MOD） 

なお，対応の程度を表す記号“MOD”は，ISO/IEC Guide 21-1 に基づき，“修正している”

ことを示す。 

 

2 引用規格 

次に掲げる規格は，この規格に引用されることによって，この規格の規定の一部を構成する。これらの

引用規格は，その 新版（追補を含む。）を適用する。 

なお，附属書 A～附属書 C で引用される規格は，それぞれの附属書に引用規格として記載されている。 

JIS K 0050 化学分析方法通則 

JIS K 8101 エタノール（99.5）（試薬） 

JIS K 8103 ジエチルエーテル（試薬） 

JIS K 8180 塩酸（試薬） 

JIS K 8577 水酸化バリウム八水和物（試薬） 

JIS K 8625 炭酸ナトリウム（試薬） 

JIS K 8799 フェノールフタレイン（試薬） 


